






























































































　第一の問題から入ることにする。75 年 2 月











　1980 年 5 月石原は自工会会長に就任した。
これに対する米国政府の回答は，予告どおり小
型トラックの関税率を 25％に引き上げた。日




































地調達率（英国内ではなく EC 内）は 60％と
された。年産 20 万台の達成は 1986 年とされ，
この時点までに現地調達率を 80％に引き上げ
ること，英国工場からの輸出も予定され，新規






























































































20 万台を目指す余地を残した。そして 1987 年
以降のフェーズ 2において，本格生産に移行し
て 18 か月以内に部品の現地調達率 80％を達成
すること，財政支援は投資総額の 10％とされ
た。投資総額は，フェーズ 1の 5千万ポンドと
フェーズ 2の 3 億ポンドを合わせ，3億 5 千万
ポンドを見込み，工場設備すべてあるいは大部
分をリースによって手配することとされた。
　日産は，84 年 3 月サンダーランドに工場建
設用地を決定し，4月に日本車メーカーとして
は初となる全額出資により，英国日産自動車製
造会社を設立した。84 年 11 月に工場建屋を着
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